
神

奈

川

県

に

お

け

る

農

会

運

動

の

展

開

含
こ

！
―
日
露
戦
後
地
方
経
営
の
前
提

・
運
動
の
担
い
手
の
養
成
と
組
織
化
―
―

は

じ

め

に

拙
稿
Ｔ
）で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
旧
湘
南
社
々
員
は
生
産
と
い
う
最
も

基
本
的
な
原
点
か
ら
　
そ
れ
か
ら
遊
離
し
た
自
由
民
権
派
を
批
判
し
、
そ
の
Ｌ

に
自
ら
の
方
向
を
農
政
技
術
官
僚
が
提
示
し
た

「興
農
論
策
」
の
方
向
に
位
置

づ
け
、
官
民

一
致
組
織
＝
神
奈
川
県
農
会
を
設
立
し
た
。　
一
八
九
二
年

（明
治

二
六
）
六
月
、
農
会
運
動
の
中
心
的
存
在
で
あ

っ
た
山
口
書
輔
は
志
半
ば
で
鬼

籍
に
入
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
三
多
摩
が
分
離
さ
れ
、
県
政
界
が
構
造
変
化
を
起
し

始
め
た
と
き
で
あ

っ
た
。
彼
の
遺
志
を
受
け
継
い
だ
旧
湘
南
社
社
員
は
農
政
に

熱

′し、
な
県
知
事
中
野
健
明

（同
年
二
月
着
任
）
と
県
農
会
設
立
に
邁
進
し
た
。

農
会
法
＝
農
会
令
施
行
以
後
饉
か

一
年
半
足
ら
ず
の
間
に
県
下
全
域
に
町
村
農

会
が
設
立
さ
れ
た
所
以
は
ま
さ
に
彼
ら
に
見
ら
れ
る
強
力
な
主
体
的
意
志
な
し

に
は
あ
り
え
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
事
実
を
も
し
上
か
ら
の
強
制
と
し
て
の
み

と
ら
え
る
な
ら
ば
、
歴
史
の
内
在
的
理
解
を
開
ざ
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
で

あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
彼
ら
に
と

っ
て
農
会
運
動
の
社
会
的
日
標
と
し
て
位
置
を

も

っ
た
の
が
、
品
評
会

・
物
産
会
で
あ

っ
た
。
し
か
も
そ
れ
ら
は
内
国
博
覧
会

へ
と
上
昇
す
る
環
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
政
党
が
無
視
し
た

「小
愛
国
者
」
の
顕

彰
の
場
で
あ

っ
た
。

こ
の
よ
う
に
農
会
運
動
は

一
方
で
、
運
動
の
社
会
的
な
目
標
と
し
て
品
評
会
・

物
産
会
を
各
地
に
展
開
し
、
他
方
で
、
農
談
会

・
農
事
講
和
会

・
農
事
講
習
会

を
各
地
に
開
催
し
た
。
後
者
は
農
会
運
動
の
担
い
手
養
成
と
し
て
の
意
味
を
も

っ
た
。
本
稿
は
県
農
会
が
推
進
し
た
担
い
手
の
養
成
と
し
て
の
各
種
農
事
講
習
会
の

実
際
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
、
次
い
で
県
＝
各
郡
農
事
試
験
場
サ
イ
ド
で
行
わ

れ
た
農
事
講
習
終
了
生
の
組
織
、
農
友
会
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
そ
し
て
県
農

修

道

会
が
組
織
上
の
最
重
要
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
だ
農
事
懇
話
会
＝
地
主
会
の
開

催
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
こ
れ
ら
の
検
討
を
通
し
て
そ
れ
ら
が
日
露
戦
後
地
方

経
営
に
ど
の
よ
う
な
意
義
を
も

っ
た
か
を
明
ら
か
に

す
る
卜
で
あ
る
。

（
一
）
　

農
事
講
習
会
と
講
習
生

０
　
農
事
講
習
会
規
定

（普
通
農
事
）

農
会
運
動
が
本
格
化
し
た

一
九
〇

一
（明
治
三
四
）

年
二
月

一
二
日
、
神
奈
川
県
令
第
六
号

「農
事
講
習

会
規
定
Ｌ
３
が
定
め
、
農
会
運
動
の
担
い
手
育
成
に

一
定
の
制
度
的
基
準
が
設
け
ら
れ
た
。
¨
ヽ
の
規
定
は
、

第

一
条
に

「農
事
講
習
会
卜
称
ス
ル
ハ
農
事
上
ノ
学

理
及
技
芸
フ
習
得
セ
シ
ム
ス
カ
為
県
郡
市
町
村
及
其

農
会
二
於
テ
開
設
ス
ル
モ
ノ
フ
云
フ
」
と
規
定
し
、

農
事
講
習
会
の
種
類

。
期
間

。
時
間

・
資
格
を
第

一

表
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
た

（第
二
～
六
条
）。

ま
た
、
講
習
課
程

（第
七
条
）
は
第
２
表
の
よ
う

に
な

っ
て
お
り
、
講
習
日
数
三
分
の
二
以
上
を
聴
講

し
、
事
業
試
間
に
合
格
し
た
者
に
知
事
、
郡
・
市
長
、

県
農
事
試
験
場
長
、
又
は
開
設
者
よ
り
講
習
証
書
が

授
与
さ
れ
る

（第
九
条
）。

甲
種
が
乙

・
丙
種
と
異
な
る
点
は
、
単
に
農
業
技

術
論
の
精
粗
で
は
な
く
、
「農
業
経
済
論
」
が
履
修
科

目
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
甲
種
農
事
講
習
生

第 1表

種   類 期  間 1日のコ習時間 曼 諄 責 格

甲種農事講習会 3ケ 月 5時間
0年齢17歳以 L②筒易なる筆記を為し得るイ
O乙種農事講習会を

'業

した者 同等の資脩ある
`

乙種農事講習会 2～ 3ケ
'1

5時 F・3
C年齢17歳以上②簡易なる筆記を為し得るイ
③l●種農事講習会を■業した者 同等の資格ある者

丙種農事講習会 3-5H 3-5時間 な し
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は
農
家
経
営
を
視
野
に
置
い
た
新
し
い
農
業
の
指
導
者
た
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
た
の
で
あ
る
。

講
習
に
関
す
る
経
費
は
各
農
事
講
習
開
設
者
の
負
担

（第
十
条
）
と
規
定
し

て
お
り
、
県
は
直
接
的
に
は
経
費
の
負
担
を
し
な
い
。
実
質
的
に
は
町
村
農
会

が
負
担
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
た
。
地
域
の
力
に
依
存
す
る
こ
と
な
し
に
は
、

新
し
い
農
業
は
実
現
し
な
い
わ
け
で
、
ま
さ
に
社
会
的
運
動
た
ら
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
甲
乙
丙
各
種
講
習
会
は
、
実
際
に
は
、
甲
種
が
県
農
会
主

催
と
し
て
、
乙
種

・
丙
種
が
主
と
し
て
郡
農
会

・
町
村
農
会
主
催
と
し
て
実
施

さ
れ
た
。
次
に
各
種
農
事
講
習
会
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
実
施
さ
れ
て
い
っ

た
の
か
検
討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

０
　
甲
種
農
事
講
習
会

甲
種
農
事
講
習
会
は
県
主
催
で
四
回
開
催
さ
れ
た
。
時
期

・
講
習
生
と
修
了

生

・
会
場
は
次
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
（第
３
表
）

甲
種
農
事
講
習
会
は
、
各
郡
農
会
が
講
習
生
を
選
抜
し
、
県
農
会
が
四
回
実

施
し
た
●
了

県
農
会
長
周
布
公
平
知
事
は
第

一
回
甲
種
農
事
講
習
会
議
習
証
書
授
与
式
に

お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
■
了

諸
子
ガ
多
ロ
ノ
勤
勉
卜
講
師

一
同
ガ
非
常
ノ
精
励
ト

ハ
広
ク
各
種
ノ
学
科

二
渉
リ
テ
講
習
ノ
ロ
的
ラ
達
シ
本
会
ノ
為
メ
ニ
満
足
ノ
効
果
ヲ
修
メ
得
タ

リ
ト
信
ズ
然
レ
ト
モ
諸
子
ニ
シ
テ
其
得
タ
ル
学
理
ノ
適
用
フ
怠
り
農
事
改

良
ノ
実
跡
フ
示
ス
コ
ト
ナ
ク
ン
バ
講
師

一
同
ノ
精
励
モ
遂
二
画
餅
ト
ナ
リ

諸
子
ガ
他
ロ
ノ
勤
勉
モ
亦
徒
労
二
帰
セ
ン
諸
子
能
ク
之
フ
体
シ
各
其
郷
ニ

帰
ル
ヤ
学
習
シ
得
タ
ル
新
学
説
ハ
務
メ
テ
之
ヲ
実
地
ノ
応
用
シ
以
テ
農
事

改
良
ノ
実
ヲ
示
シ
農
業
社
会
ノ
先
党
者
ト
ナ
リ
以
テ
後
進
ノ
誘
導
ヲ
図
ル

ヘ
シ

（大
字
内
田
）

運
動
の
遅
れ
て
い
る
愛
甲
郡
に
お
い
て
、
三
五
年
二
月
愛
川
村
農
会
に
よ
る

丙
種
農
事
講
習
会
が
開
か
れ
た
。
最
終
日
に
は
農
事
幻
灯
会
講
話
会
も
開
か
れ
、

講
習
生
は
百
名
を
超
え
た
。
こ
の
講
習
会
が
盛
況
を
呈
し
た
の
は

「本
会
の
為

終
始
奔
走
の
労
を
採
り
た
る
は
本
村
農
事
熱
心
家
甲
種
農
事
講
習
会
終
了
者
新

井
共
之
助
に
し
て
亦
岡
技
手
と
共
に
説
明
の
任
に
当
た
ら
れ
た
り
」
〓
γ
会
場

も
新
井
友
之
助
方
で
あ
り
、
甲
種
農
事
講
習
会
修
ｒ
生
は
ま
さ
に
こ
う
し
た
各

郡
域
の
実
践
的
な
指
導
者
た
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
第
４
表

は
甲
種
農
事
講
習
会
生
と
修
了
生
を
郡
別
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

中
部
の
地
域
の
力
は
圧
倒
的
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
特
に
第
四
回
は
戦
時

下
で
あ
り
　
講
習
生
を
選
抜
す
る
こ
と
す
ら
で
き
な
い
郡
農
会
が
四
郡
も
あ
る

状
況
の
中
で
、
会
場
が
平
塚
と
い
う
点
も
あ

っ
た
が
、
五

一
名
も
の
講
習
牛
を

送
り
出
し
た
こ
と
は
農
会
運
動
が
木
端
ま
で
浸
透
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ

れ
る
。

第 2表

甲種晨事諄習会 乙種農事講習会 丙種晨事講習会

L壌 及「 地 改 良 論 イケ物栽■.I(lII L壌 大意) 作物栽培法人意(11シ ー期力菫シテ)

硼^ 土 地 改 良 人 息 ― 作 物・
`,tノ

概 要

作物戴

“

論(ll嫌勒t理栄■人部 肥 科 大 意

晨 ス哺 病 虫 害 人 ■

作 物

"虫
害 論

農 業 経 済 論

訳  
“

  法  人  意

第 3表 甲種農事講習会

第 1レ |
11"l f明 ,台 34年 9月 25日 ～10月 25ロ 講習生61名 神奈川

“'農
'卜試験場

後炒

'   35年
1'111日 ～ 2り 116日

'多

rl:51名 保「 ヶ谷町各象ft

第 2い
11辮l ‖チli台 35年 9月 6日 ～10月 1日 講習

`L52名

llt会議 1'●

後期   36年 1月 20日 ～ 2月 20日
`雰

了
`L41名

I111

第311
前IJl lHi台36年 8月 17日 ～ 9月 15H 講習生51名 壕,“ 4ヽ厳1111●寺塔頭言ll嗜

後期   37年 1月 18日 -2月 24ロ
`雰

了4:39名 1司 I

第411
1詢卿, IH,台 37年 8月 11日 ～ 9月 16日 講習■65名 14塚 町平嫁小学校

後期   38年 1月 16口 ～ 2月 15日 修了
`L50名

Fl i

(『神奈川jヽ農会報Jヽ)11 10 20 23よ り作成)
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第 4表 郡別講習生及び修了生
久■岐 都筑 二浦 鎌倉 高ll・ 中 足柄 L 足輌下 愛甲 津久丼 合計

第 1卜1講習生

修 r生

| 6 6 | 6 ト 1 J 4

3 4 | 3 3 ヽ | 1 3

第 2回講習生

修了生 3 6 3 1 4 1 8 1 5 3

第 3回講習生

修 r生

3 4

1 4 0 1 , 4 3 1 4 l

第4回 講習生

1蓼了4:

0 0 1 0 0 l 51 3 5 0

(『県農会報」Noll No13 oヽ16 Nα 22 αヽ2略郡会務報,i■ より作成)

「農
事
講
習
会
規
程
」
の
意
味
を

考
え
る
場
合
、
留
意
し
な
け
れ
ば
な

ら
な

い
の
は
、　
一
人
九
九

（明
治
三

二
）
年
に

「農
会
法
」
公
布
と
相
前

後
し
て
公
布
さ
れ
た
「
実
業
学
校
令
」

で
あ
る
。
県
当
局
は
、
一
九
〇

一
（明

治
三
四
）
年
末
県
会
に
明
治
三
五
年

度
追
加
予
算
と
し
て
実
業
学
校
補
助

費
Ｉ
千
円
を
計
１‐
し
た
。
李
家
書
記

官

（県
農
会
副
会
長
）
は
そ
の
提
案

理
由
で
、
故

二
願
ク

ハ
下
級
団
体
ノ
方
カ

ラ
実
業
教
育
ノ
増
進
発
達

フ
促

ス
ヤ
ウ

エ
致
シ
、
随
分
普
通
教

育
ノ
小
学
校
又

ハ
中
学
校
卜
云

フ
モ
ノ
ニ
或

ハ
補
習
科
デ
ア
ル

ト
カ
、
或

ハ
簡
易
科
ナ
ル
モ
ノ

デ
モ
、
ソ
レ
ニ
附
随
サ
ン
テ
、

実
業
教
育
ノ
学
科
フ
授
ケ
ヤ
ウ

カ
、
ソ
レ
モ

一
方

二
勉
メ
、
尚

ホ
■
町
村
或

ハ
部
等

二
於
テ
、

実
業
教
育
ガ
出
来
レ
バ
尚
ホ
結

構
デ
ゴ
ザ
イ

マ
ス
、
或

ハ
ソ
レ

ガ
出
来
ヌ
デ
モ
六
ケ
月
或

ハ
三

ヶ
月

二
於
テ
デ
モ
、
講
習
所
或

ハ
養
成
所
卜
云
フ
名
デ
モ
、
何

レ
ノ
名

二
於
テ
モ
実
業
教
育
ト

云
フ
モ
ノ

ヽ
増
進
発
達
ヲ
為
シ

得
ル
所
ガ
ア

ッ
テ
、
其
モ
ノ
ガ

果
タ
ン
テ
効
能
ガ
ア
リ
、
将
来

利
益
ア
ル
見
込
ガ
附
イ
タ
ナ
ラ
バ
、
幾
分
ニ
テ
モ
コ
ノ
教
育
費
補
助
五
千

円
カ
ラ
支
出
ス
ル
コ
ト
ニ
シ
テ
見
タ
イ
６
）

「農
事
講
習
会
規
程
」
も
、
ま
さ
に
そ
う
し
た
県
当
局
の
方
針
に
そ
く
し
た

も
の
で
あ
っ
た
。
町
村
の
力
に
依
存
し
、
そ
う
し
た
力
量
の
あ
る
町
村
に
補
助

金
を
出
す
と
い
う
県
当
局
の
方
針
に
も
と
づ
い
て
実
現
し
た
の
が

一
九
〇
二

（明
治
二
五
）
年
二
月
に
設
立
さ
れ
た
甲
種
程
度
の
中
郡
農
学
校

（金
目
村
）

で
あ

っ
た
，
γ

山
口
書
輔
等
の
長
年
の
蓄
積
が
如
何
な
る
も
の
で
あ

っ
た
か

崚
断
れ
薇
い
経
一
に
】
許
帥
二
制
ば
倒
畔
“
肺
嘲
麟
に
し
「響
耐
猥
諜
群
校
設
立

０
　
乙
種
丙
種
農
事

・
蚕
業

・
園
芸

・
馬
耕
講
習
会

各
町
村
域
の
運
動
の
担
い
手
、
謂
わ
ば
中
堅
的
な
担
い
手
作
り
が
乙
種
の
農

事
講
習
会

（普
通
農
事
）
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
底
辺
を
担
う
の
が
丙
種
の
農

事
講
習
生
で
あ

っ
た
。
こ
う
し
た
普
通
農
事

（米
麦
作
）
講
習
会
と
と
も
に
、

農
家
の
副
業
と
し
て
の
蚕
業
や
園
芸
、
さ
ら
に
農
家
労
働
力
の
不
足
を
補
う
馬

耕
の
講
習
会
が
郡
＝
町
村

農
会

に
よ

っ
て
開
か
れ

た
。
第
５
表
は
甲
乙
丙
種

農
事

・
蚕
業

・
園
芸

・
馬

耕
の
各
講
習
会
に
お
い
て

修
了
証
書
を
授
与
さ
れ
た

郡
別
の
講
習
生
数

（県
農

会
調
明
治
二
五
年
六
月

一

日
）
で
あ
る
●
了

中
郡
と
高
座
郡
の
動
き

が
最
も
活
発
で
あ
る
。
中

郡
は
こ
れ
に
甲
種
程
度
の

郡
農
学
校
が
あ
り
、
担
い

手
の
養
成
で
は

一
歩
抜
き

ん
出
て
い
た
。
一高
座
郡
は

第 5表 修了証書被授与農事講習生

甲種 乙種 1●種 蚕葉 図よ 馬耕 合計

久良岐 3 228

橘 樹 1

都  筑 1 150

三 浦 3 76

鎌 倉 3 147 21

高 座 ド 634 115

中

足柄上 l 1

足柄下 4 1 1

愛  中 3 l

津久丼 2 111

合 言: 51 1874 13
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乙
種
に
あ
た
る
農
事
講
習
会
を

一
九
〇
〇
～
〇
三
年
ま
で
二
三
回
開
い
て
い

る
。
一
九
〇

一
～
〇
三
年
度
に
開
催
し
た
村
は
、麻
溝
村

有
馬
村

鶴
嶺
村

（
一

九
〇
八

〈
明
治
四

一
〉
年
七
月
茅
ヶ
崎
町
了

御
所
見

・
寒
川
村

。
大
野
村

・
大

和
村

・
松
林
村

（
一
九
〇
八

〈
明
治
四

一
〉
年
七
月
茅
ヶ
崎
町
）
新
磯
村

・
綾

瀬
村

・
大
澤
村
と
な

っ
て
い
る
。
南
北
に
長
い
部
を
藤
沢
町
を
除
い
て
ほ
ぼ
全

域
で
開
催
し
て
い
た
。
中
郡
農
会
は
部
内
を

一
九
〇
二
年
度
ま
で
は
五
区

（
一

九
〇
三
年
度
は
四
区
）
に
分
け
、
会
場
を
秦
野
町

・
豊
田
村

・
金
日
村

・
成
瀬

村

・
国
府
村
に
設
定
し
、
各
区
内
の
町
村
農
会
聯
合
し
て
順
次
に
開
催
し
て
い

た

３
了

都
筑
郡
農
会
で
は
補
助
金
を
交
付
し
て
各
村
農
会
の
丙
種
農
事
講
習
会
開
催

を
奨
励
し
、　
一
九
〇
二
年
度
に
は
、
七
カ
村
農
会
が

一
一
回
、
三
四
日
、
生
徒

数
■
人
二
人
が
講
習
を
修
了
し
た
ｉ
了

丙
種
農
事
講
習
会
や
農
談
会
に
て
注
目
さ
れ
た
の
が
幻
灯
器
の
利
用
で
あ

っ

た
。
品
評
会
か
ら
博
覧
会

へ
連
な
る
環
が
視
野
を
村
外
の
世
界
へ
広
げ
て
い
く

媒
体
で
あ

っ
た
ょ
う
に
、
微
視
的
世
界
を
拡
大
し
て
視
党
に
訴
え
、
新
し
い
技

術
を
習
得
さ
せ
る
の
意
義
を
も

っ
た
。
以
下
は

『県
農
会
報
』
に
報
告
さ
れ
た

具
体
例
で
あ
る
。

☆

一
九
〇

一

（明
治
二
四
）
年
の
事
例

高
座
郡
　
鶴
沼
村
、
明
治
村
、
相
原
村
、
出
名
村
、
麻
溝
村
、
各
１
回
、

海
老
名
、
座
間
、
寒
川
、
大
和
で
は
各
二
回
、
大
野
村
で
は
三

回
、
農
談
会
を
開
催
、
同
会
修
了
後
に
農
事
幻
灯
会
を
催
し
た

（‐２
了

愛
甲
郡
　
一
月
二

一
日
～
二
五
日
丙
種
農
事
講
習
会
の
最
中
に
農
業
幻
灯

会
を

一
回
、　
一
月
二
四
日
～
二
七
日
、
三
日
、
林
、
棚
澤
、
川

☆

一
九
〇
二

高
座
郡

愛
甲
郡

村
で
各

一
回
開
催
．
了

（明
治
三
■
）
年
の
事
例

綾
瀬
村
農
会
で
二
月
二
〇
日
農
談
会
の
後
、
農
事
幻
灯
会
開
催
、

参
集
者
四
百
名
余

愛
川
村
農
会
で
二
月
二
九
～
三

一
日
、
丙
種
農
事
講
習
会
開
催

後
、
農
事
幻
灯
会
、
米
会
者
百
余
名
ｎ
）

（明
治
三
七
）
年
の
事
例

十
二
月
六
日
に
幻
灯
器
を
購
入
し
、
翌

一
九
〇
四

（明
治
三
七
）

年
二
月
以
降
七
カ
村
に
お
い
て

一
二
回
開
催
し
た
。

二
俣
川
村
西
谷
村
組
合
農
会
、　
一
九
〇
四
年

一
月
二
九
日
～
二

月

一
日
丙
種
農
事
講
習
会
開
催
、
最
終
日
の
証
書
授
与
式
修
了

後
午
後
六
時
よ
り
農
事
及
び
教
育
幻
灯
回
を
開
催
、
参
会
者
千

三
有
余
名
。
新
円
村
農
会
、
二
月

一
三
日
～

一
五
日
丙
種
農
事

講
習
会
、
最
終
日
修
了
後
、
午
後
六
時
よ
り
農
事
並
び
に
教
育

幻
灯
会
開
催
。
参
集
者
五
百
余
人
。

高
度
郡
　
相
原
村
農
会
、
十
月
二
八
日
　
農
談
会
及
び
農
事
幻
灯
会

大
澤
村
農
会
、
十
二
月
七
日
　
農
談
幻
灯
会
３
）

物
珍
し
さ
も
手
伝
っ
て
農
事
幻
灯
会
は
ど
こ
で
も
盛
況
で
あ

っ
た
。
農
事
幻

灯
会
は
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。　
一
九
〇
二
年
十

一
月
に
開

か
れ
た
部
農
会
長
協
議
会
に
お
け
る
中
部
農
会
長
＝
部
長
白
根
鼎
三
は
次
の
よ

う
な
発
言
を
し
て
い
る
。

農
家
の
余
業
と
し
て
は
読
菜
果
物
を
奨
励
す
る
積
り
で
本
年
の
町
村
農
会

長
協
議
会
に
於
い
て
各
町
村
の
試
作
場
で
読
来
果
樹
を
試
作
し
て
適
当
の

種
苗
を
広
く
会
員
に
配
布
す
る
こ
と
に
定
て
居
り
ま
す
。
此
は
良
く
実
を

結

へ
ば
良
い
か
と
思

っ
て
居
り
ま
す
。
今
迄
失
策
が
果
樹
に
は
あ
り
ま
し

た
か
ら
、
今
度
は
十
分
試
作
す
る
積
り
で
す
。
…
…
之
に
付
て
県
に
も
御

注
意
し
て
欲
し
い
の
は

「
コ
ン
ラ
」
、
赤
痢
な
ど
は
柿
や
西
瓜
、
胡
瓜
、
桃

な
ど
か
ら
起
る
と
云
ふ
誤
解
を
持
て

（以
て
＝
内
田
）

一
時
売
買
を
し
な

い
位
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
之
れ
よ
り
説
明
し
て
貰
ひ
た
い
。

大
変
困
る
こ
と
が
あ
る
の
で
す
■
了

最
も
農
会
運
動
の
進
展
し
て
い
る
中
部
で
も

一
般
的
な
教
育
水
準
は
こ
の
よ

う
な
所
が
あ
っ
た
。
前
述
し
た
農
事
幻
灯
会
を
開
い
た
高
座
郡
綾
瀬
村
の
教
育

状
況
を

「神
奈
川
県
高
座
郡
綾
瀬
村
是
調
査
書
」
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
報
告

し
て
い
る
。

尋
常
小
学
校
を
終
り
高
等
科
に
入
る
も
の
は
半
分
に
足
ら
ず
、
小
学
校
を

出
た
る
後
は
多
く
は
田
同
の
耕
作
に
従
事
し
学
芸
を
修
め
ず
、
中
学
校
、

☆

都 一

筑 九
郡 ○
四
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師
範
学
校
、
高
等
女
学
校
に
入
る
も
の
は
極
め
て
少
な
し
、
稀
れ
に
は
青

年
者
相
集
り
て
夜
学
す
る
こ
と
あ
り
、
補
習
科
な
く
農
業
科
な
く
塾
様
の

も
の
も
な
し
、　
一
般
に
は
新
聞
雑
誌
を
見
る
も
の
は
十
戸
に

一
戸
内
外
に

過
ぎ
ず
文
盲
は
百
人
に
五
六
人
は
な
き
に
あ
ら
ず
、
技
芸
に
関
し
て
は
農

事
講
習
生
は
六
十
人
蚕
業
講
習
生
が
二
人
、
甲
種
農
事
講
習
生
二
名
、
西

ケ
原
蚕
業
講
習
生

一
名
、
農
学
士

一
名
あ
り
，
Ｖ

綾
瀬
村
の
一
九
〇
二

（明
治
三
五
）
年
の
現
住
戸
数
は
八
八
〇
戸
、
人
口
は

五
六
八
六
人
　
農
事
講
習
生
は
総
て
戸
主
と
見
た
と
し
て
も
、
全
戸
の

一
〇
％

に
満
た
な
い
。
農
事
幻
灯
会
は
こ
の
よ
う
な
実
際
の
農
民
の
教
育
水
準
と
新
し

い
農
業
が
要
求
す
る
教
育
水
準
と
の
段
差
を
理
め
る
有
効
な
手
段
と
し
て
認
識

さ
れ
て
い
た
。
農
事
幻
灯
会
に
つ
い
て

コ
品
座
郡
農
会
通
信
」
ｎ
）は
、

農
事
幻
灯
会
二
就
イ
テ

一
言
ヲ
述
ツ
レ
ハ
、
老
若
男
女
相
集
り
、
為
メ
ニ

喧
礫
二
流
ル
ヽ
ノ
嫌
ナ
シ
ト
セ
ス
、
涯
風
フ
惹
起
ス

（
ル
）
′
弊
ナ
シ
ト

云
シ
ベ
カ
ラ
ズ
、
サ
レ
ト
モ
之
ヲ
行
フ
ノ
方
法
宜
シ
キ
ヲ
得
、
此
等
ノ
害

フ
除
キ
、
多
ク
ノ
農
民
ラ
シ
テ
ロ
ニ
見
耳
二
聞
カ
シ
メ
、
以
テ
農
事
上
ノ

感
念
卜
知
識
フ
得
セ
シ
ム
ル
ノ
便
ア
リ
、
実

二
農
事
ラ
奨
励
ス
ル
ニ
当
リ

農
談
会
フ
開
催
ス
ル
モ
農
事
上
知
識
卜
感
念
ト
ニ
乏
シ
キ
所
ア
リ
テ
ハ
聴

講
ス
ル
モ
ノ
極
メ
テ
少
ク
、
為
メ
ニ
農
民
ヲ
シ
テ
其
知
識
フ
得
セ
シ
ム
ル

ノ
機
会
ナ
キ
ニ
苦
ム
、
当
局
者
ト
シ
テ
実
二
遺
憾
二
堪
ヘ
サ
ル
ナ
リ
、
之

レ
幻
灯
会
ヲ
開
催
ス
ル
ノ
止
フ
得
サ
ル
ニ
出
ツ
ル
ナ
リ
、
而
シ
テ
之
フ
開

催
シ
タ
ル
結
果
、　
一
般

二
聴
講
者
多
タ
シ
テ
、
為
メ
道
徳
的
観
念
卜
経
済

上
ノ
知
識
卜
農
事
上
ノ
学
理
フ
与
フ
ル
ノ
便
フ
得
ヲ
今
後
大
二
益
ス
ル
所

ア
ラ
ン
ト
ス

（太
字
、
（　
）内
訂
正
、
内
田
）

と
述
べ
て
い
る
。
郡
農
会
も

「老
若
男
女
相
集
り
、
為
メ
ニ
喧
嗅
二
流
ル
ヽ

ノ
嫌
ナ
シ
ト
セ
ス
、
涯
風
ラ
惹
起
ス

（
ル
）
ノ
弊
ナ
シ
ト
云
シ
ベ
カ
ラ
ズ
」
と

述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
当
初
は
幻
灯
器
が
つ
く
り
だ
す

「見
せ
物
」
的
要
素

６
）

に
疑
心
暗
鬼
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
前
述
し
た
都
筑
郡
二
俣
川
村
西
谷
村
組

合
農
会
丙
種
農
事
講
習
会
後
に
行
わ
れ
た
農
事
及
び
教
育
幻
灯
会
は

「農
事
に

関
す
る
映
画
五
拾
余
枚
、
教
育
に
関
す
る
映
画
五
十
余
枚
を
写
し
終
り
て
閉
会

せ
し
は
翌
日
午
前

一
時
、
集
る
も
の
千
三
百
有
余
名
」
と
い
う
活
況
で
あ

っ
た
。

郡
も
導
入
し
て
み
て
初
め
て
そ
の
威
力
を
認
識
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
『県
農
会

報
』
に
報
告
さ
れ
た
件
数
で
も
高
座
郡
が
最
も
多
く
幻
灯
器
を
利
用
し
て
い
た
。

（
二
）
　

農
友
会

・
農
事
懇
請
会

―
―
農
事
講
習
生

・
地
主
の
組
織
化
―
―

一
九
〇
二

（明
治
三
五
）
年
五
月
六
日
、
郡
農
事
試
験
場
長
会
議
に
お
け
る

県
知
事
の
諮
問

（
一
稲
作
及
麦
作
改
良
法
を
普
及
せ
し
む
る
方
法
如
何
。
二
農

事
講
習
会
の
状
況
如
何
。
耕
地
整
理
を
普
及
せ
し
む
ら
方
法
如
何
）
に
対
し
て
、

各
郡
農
事
試
験
場
長
が
答
中
し
た
昴
了

第

一
の
答
中
に
は
農
会
運
動
が
直
面
し
て
い
る
問
題
が
明
確
に
提
示
さ
れ
て

い
た
。
運
動
が

一
定
の
進
展
を
し
て
い
る
中
郡
試
験
場
長
は
、
秦
野
の
よ
う
な

煙
草
産
地
、
大
磯

。
平
塚

・
大
山
の
よ
う
な
町
場
を
除
い
た
中
央
部
の
農
業
地

で
は

「比
較
的
進
歩
シ
講
習
生

ハ
勿
論

一
般
農
家
モ
大
部
改
良
法
二
拠
レ
リ
、

然
レ
ト
モ
講
習
生

ハ
未
夕

一
家
ノ
骨
―
タ
ラ
サ
ル
モ
ノ
多
キ
ヲ
以
テ
勢
ヒ
充
分

二
行
フ
能

ハ
サ
ル
処
無
キ
ニ
シ
モ
ア
ラ
ス
」
と
講
習
生
が

「
一
家
ノ
骨
子
タ
ラ

サ
ル
モ
ノ
」
と
い
う
問
題
点
が
あ
る
が
、
改
良
法
が

一
般
に
も
普
及
し
始
め
て

い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
た
。
高
座
郡
農
事
試
験
場
長
石
橋
徳
蔵
は
高
座
郡
で

は

「農
事
講
習
生
ノ
数
頗
ル
多
キ
ヲ
以
テ
従
テ
改
良
法
ノ
普
及

ハ
多
キ
フ
致
セ

ル
ノ
現
況
ナ
リ
、
然
レ
ト
モ
尚

一
般

ニ
ハ
実
行
セ
ラ
レ
ザ
ル
」
と
述
べ
、
他
郡

に
比
べ
て
抜
き
ん
で
て
い
る
多
数
の
農
事
講
習
生
を
送
り
出
し
て
い
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
改
良
法
の
普
及
が
講
習
生
止
ま
り
で
あ

っ
た
。
他
部
の
試
験
場
長
は

推
し
並
べ
て
改
良
法
が
講
習
生
止
ま
り
で
あ
る
と
報
告
し
て
お
り
、
講
習
生
の

多
寡
は
そ
の
ま
ま
運
動
の
実
態
を
示
し
て
い
た
。
農
会
法
＝
農
会
令
が
制
定
さ

れ
以
降
に
取
り
組
ま
れ
た
郡
と
中
郡
と
で
は
そ
の
質
が
異
な

っ
て
い
た
。
改
良

法
が
普
及
し
な
い
原
因
に
つ
い
て
都
筑
郡
農
事
試
験
場
長
は

「農
事
講
習
生
の

少
数
に
し
て
頑
農
に
圧
せ
ら
る

ヽ
と
地
主
の
改
良
に
冷
淡
に
し
て
小
作
者
を
庇

護
せ
さ
る
に
因
る
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
点
は
几
そ
各
郡
共
通
し
て
い
た
。

よ
り

一
層
の
改
良
法
普
及
の
方
法
と
し
て
講
習
生
の
活
用
と
そ
の
組
織
化
が
進

め
ら
れ
た
。

-39-



農
事
講
習
生
の
組
織
は
三
四
年
末
に
は
各
郡
に
農
友
会
と
し
て
組
織
さ
れ
、

一
応
各
郡
の
連
合
組
織
で
は
あ
る
県
組
織
が
作
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
Я
Ｙ

「其
組
織

（＝
県
連
合
農
友
会
）
フ
完
全
ニ
シ
、
自
他
農
事
上
二
関
係
ア
ル

諸
方
面
卜
連
絡
シ
テ

一
層
其
成
効
フ
助
長
ス
ル
ノ
必
要

二
迫
り
」、　
一
九
〇
二

（明
治
二
五
）
年
二
月
保
土
ヶ
谷
町
で
開
催
中
の
第

一
回
甲
種
農
事
講
習
会
会

場
に
各
郡
の
農
友
会
評
議
員
を
招
集
し
、
組
織
改
定
に
つ
い
て
討
議
し
、
次
い

で
四
月
二

一
日
に
県
農
事
試
験
場
内
に
評
議
員
会
を
開
催
し
た
。
甲
種
農
事
講

習
生
惣
代
者
も
加
え
て
審
議
し
、
そ
れ
ま
で
の
県
連
合
農
友
会
を
改
め
て
、
神

奈
川
県
農
友
会
と
す
る
こ
と
を
決
議
し
、
新
に
神
奈
川
県
農
友
会
規
則
を
決
め

た
。
農
事
講
習
生
を
以
て
組
織
し

（第
四
条
）、
「会
員
相
互
ノ
親
睦
ラ
図
り
、

併
セ
テ
農
事
ノ
改
良
発
達
ヲ
期
ス
ル
」
こ
と
を
目
的
と
し
た

（第
二
条
）。
こ
れ

は
仮
規
約
で
あ
っ
た
ら
し
く
第
二
条
の
事
務
所
規
定
に
は
具
体
的
な
場
所
が
入

っ
て
い
な
い
。
こ
の
規
則
の
討
議
後
、
仮
役
員
を
選
出
し
た
。
会
長
は
県
農
事

試
験
場
長
で
あ
る
高
橋
久
四
郎
、
副
会
長
に
は
県
農
会
技
師
で
あ
る
下
山
烙
三
、

幹
事
に
県
農
事
試
験
場
技
手
の
卓
柳
止
治
と
富
経
常
治
が
選
任
さ
れ
た
。
同
月

二
二
日
の
郡
農
事
試
験
場
長
会
議
の
際
、
高
橋
仮
会
長
か
ら

一
一
名
に
委
員
が

嘱
託
さ
れ
た
が
、
そ
の
総
て
が
郡
農
事
試
験
場
長
で
あ

っ
た
。
規
約
の
草
案
や

仮
役
員
が
定
め
ら
れ
た
が
、
こ
の
県
組
織
づ
く
り
は
農
事
講
習
生
を
直
接
に
指

導
す
る
農
事
試
験
場
サ
イ
ド
が
中
心
と
し
て
構
想
さ
れ
た
も
の
で
、
県
農
会
が

緊
急
の
課
題
と
し
て
決
め
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
計
画
倒
れ
に
終

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
『神
奈
川
県
農
会
報
』
に
も
続
報
は
掲
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、

橘
樹
郡
農
友
会
第
七
日
総
会
の
際
、
会
長
澤
野
房
次
郎

（橘
樹
郡
農
会
副
会
長
）

が

「本
県
農
友
回
の
先
に
廃
せ
ら
れ
し
を
見
て
も
、
本
回
は
其
覆
轍
を
履
ま
ざ

ら
ん
こ
と
を
欲
し
…
」
Ｄ
）と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
見
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
郡
レ
ベ
ル
で
は
農
友
会
は
農
事
講
習
生
を
結
果
し
て
重
要
な

役
割
を
果
た
し
た
。
特
に
橘
樹
郡
は
農
会
の
中
核
的
組
織
と
な

っ
て
い
っ
た

り^
。
「橘
樹
郡
農
友
会
会
則
」
２
）
に
は
第

一
六
条
に
三
五
年
四
月
よ
り
施
行
す

る
と
あ
り
、
〓
一月
ま
で
に
は

一
応
の
組
織
が
で
き
あ
が
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

橘
樹
郡
の
農
事
講
習
生
及
び
有
志
者
を
以
て
組
織
し
　
会
員
相
互
の
親
陸
、

知
識
の
交
換
を
図
り
農
事
の
改
良
発
達
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
掲
げ
た

（
一
、

二
条
）。
会
長

・
副
会
長
各

一
名

・
幹
事
六
名

（内

一
名
は
会
長
選
任
の
専
務
幹

事
Ｙ

各
町
村
毎

一
名
の
委
員
を
選
出
し
、
委
員
会
を
構
成
し
た

（三
、
五
条
）。

会
長

・
副
会
長

・
幹
事
は
委
員
会
に
お
い
て
会
員
中
よ
り
選
出
し
、
各
町
村
委

員
は
そ
の
町
村
会
員
か
ら
互
選
さ
れ
た

（四
条
）
。
ま
た
、
学
識
名
望
あ
る
も
の

総
会
の
決
議
で
名
誉
会
員
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
た

（九

条
）。
会
員
の
会
費
に
よ

っ
て
組
織
運
営
が
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
た

（第
十

一
条
）。
会
員
は
自
ら
の
農
事
改
良
上
の
意
見
を
建
議
す
る
こ
と
を
明
記
し

（第

十
二
条
）、
さ
ら
に
は

「本
会

ハ
部
内
ノ
農
事
上
二
関
ス
ル
交
易
ヲ
謀
ラ
ン
ガ
為

時
宝
ニ
ョ
リ
会
報
フ
発
刊
シ
遍
ク
会
員
其
他
ノ
有
志
者
ヱ
配
布
ス
ル
コ
ト
ア
ル

ベ
ごヽ

と
規
定
し

（十
条
）、
単
な
る
親
睦
団
体
と
は
異
な
る
組
織
課
題
を
掲
げ

て
い
た
。
初
代
の
会
長
は
郡
農
会
副
会
長
で
あ
る
澤
野
房
次
郎
、
副
会
長
は
稲

田
村
の
ｈ
原
量
平
、
幹
事
に
は
大
綱
村
の
飯
田
助
大
ら
六
名
が
名
を
つ
ら
ね
て

い
たヽ
。
六
月
橋
樹
部
農
友
会
長
澤
野
一房
次
郎
、
名
誉
会
員
井
出
文
三

（郡
農
会
長
）、

名
誉
会
員
松
尾
豊
材

（部
長
）
が
連
名
で

「橘
樹
郡
農
友
会
終
身
会
員
加
入
を

勧
誘
す
る
主
意
書
」
６
）を
発
し
た
。

今
ヤ
時
勢
ノ
進
運

ハ
農
業
卜
雖
ト
モ
旧
慣
フ
同
守
ス
ル
フ
許
サ
ス
宜
ク
学

理
フ
実
地
二
応
用
シ
テ
農
業
ノ
改
良
進
歩
フ
企
図
ス
ヘ
キ
ノ
時
期
二
属
ス

而
ル
ニ
老
農
ノ
実
歴
論
卜
少
壮
者
ノ
学
説
ト

ハ
往
々
思
想
ノ
衝
突
フ
来
タ

ン
運
為
ノ
円
満
フ
欠
ク
モ
ノ
ア
ル
ハ
間
々
見
聞
ス
ル
所
ナ
リ
殊
二
両
三
年

来
年
穀
ノ
豊
饒
ナ
ラ
サ
ル
ト
商
工
業
側
二
於
ル
労
カ
ノ
賃
金
比
較
的
利
得

ア
ル
カ
ノ
故
フ
以
テ
小
作
者
漸
ク
田
畑
フ
地
主
二
返
還
ス
ル
ノ
傾
キ
ア
リ

若
シ
今
ロ
ノ
場
合
新
旧
思
想
ノ
衝
突
ノ
為
メ
又
夕
地
主
卜
小
作
人
ト
ノ
損

得
背
馳
ノ
為
メ
農
事
ノ
改
良

一
ロ
ラ
躊
躇
ス
レ
ハ
生
産
上

一
日
ノ
損
ア
リ

要
ス
ル
ニ
老
農
モ
少
壮
者
卜
協
カ
シ
地
主
モ
小
作
人
卜
調
和
シ
テ
共
二
楽

ミ
供
二
憂
フ
ト
云
フ
ノ
感

（視
＝
内
田
）
念
フ
必
要
ト
ス
幸
ヒ
本
郡
ニ
ハ

講
習
生
卜
篤
志
家
ト
ニ
由
リ
テ
組
織
シ
タ
ル
農
友
会
ア
リ
テ
農
業
ノ
改
良

進
歩
フ
企
図
セ
ラ
ル
ヽ
ノ
機
関
ア
リ
然
レ
ト
モ
之
力
十
分
ノ
活
動
ヲ
為
サ

シ
メ
ン
ト
ス
ル
ニ
ハ
多
少
ノ
費
用
ヲ
要
ス
ル
コ
ト
勿
論
ナ
リ
願
ク
ハ
部
内

重
ナ
ル
地
主
井
二
富
有
ノ
各
位
二
於
テ
共
終
身
会
員
ト
ナ
リ
応
分
ノ
金
員
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ヲ
寄
付
シ
テ
農
友
会
ノ
事
業
フ
賛
助
シ
以
テ
本
部
ノ
農
業
フ
利
益
ス
ル
ノ

ミ
ナ
ラ
ズ
実
二
帝
国
ノ
基
礎

ハ
農
二
在
リ
ト
云
フ
ノ
実
効
ヲ
奏
セ
シ
メ
ラ

レ
ン
コ
ト
ラ
敢
テ
部
内
有
力
者
諸
君
二
檄
シ
テ
共
同
情
フ
表
セ
ラ
レ
ン
フ

希
望
ス
ト
云
爾

こ
の
主
意
書
で
注
目
し
た
い
の
は
、
橋
樹
郡
の
農
会
運
動
が
当
面
し
て
い
る

問
題
を
明
確
に
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。　
一
つ
は
新
し
い
農
業
を
推
進
す
る

「少
壮
者
ノ
学
説
」
と

「老
農
ノ
実
歴
論
」
と
い
う

「新
―――
思
想
ノ
衝
突
」
で

あ
り
、
も
う

一
つ
は
都
市
化
に
と
も
な
い
労
貨
の
上
昇
と

「小
作
者
漸
ク
田
畑

ヲ
地
主
二
返
還
ス
ル
し
よ
う
な

「地
主
卜
小
作
人
ト
ノ
損
得
背
馳
」
と
い
う
状

況
が
生
ま
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
新
し
い
農
業
を
推
進
で

き
な
い
ば
か
り
か
、
農
家
経
営
崩
壊
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
、
さ
ら
に
は
町
村
秩

序
が
荒
廃
す
る
と
い
う
危
機
意
識
が
彼
ら
指
導
部
に
あ

っ
た
。
農
事
講
習
生
は

ま
だ

「
一
家
ノ
骨
子
」
で
は
な
い
。
新
し
い
農
業
実
践
を
よ
り
積
極
的
に
展
開

す
る
に
は
、
会
員
の
納
め
る
通
常
の
会
費
で
充
分
で
は
な
く
、
「郡
内
重
ナ
ル
地

主
井

二
富
有
ノ
各
位
」
の
財
政
的
支
援
と
彼
ら
の
社
会
的
影
響
力
と
が
不
可
欠

で
あ

っ
た
。
こ
う
し
て
農
友
会
を
強
化
す
る
た
め
、
農
友
会
終
身
会
員
加
入
も

部
内
有
力
者
に
呼
び
か
け
た
の
で
あ

っ
た
。
こ
の
趣
意
書
に
言
う

「農
業
ノ
改

良
進
歩
」
に
は

「老
農
モ
少
壮
者
卜
協
カ
シ
地
主
モ
小
作
人
卜
調
和
シ
テ
共
ニ

楽
ミ
倶
二
憂
フ
ト
云
フ
ノ
感

（観
）
念
ヲ
必
要
」
と
い
う
彼
等
の
認
識
は
幕
藩

制
下
の
郷
村
指
導
者
が
求
め
ら
れ
た
資
質
と
同
じ
で
あ
る
。
果
た
し
て
こ
れ
は

伝
統
的
郷
村
指
導
者
の
資
質
の
復
活
を
意
味
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の

点
は
県
農
会
に
よ
る
地
■
の
組
織
化
の
過
程
で
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
。

一
九
〇
二

（明
治
二
六
）
年
四
月

一
三
日
、
委
員
会
に
お
い
て
新
し
い
改
正

規
約
が
討
論
修
正
を

へ
て
成
案
と
な
り
、
四
月

一
八
日
の
総
会
で
正
式
に
承
認

さ
れ
た
元
γ

こ
の
改
正
規
約
案
は
全
文
五
章
二
四
条
か
ら
な

っ
て
い
る
。
元
の
規
約
で
は

第
二
条
の
会
の
目
的
は

「本
会

ハ
相
互
ノ
親
睦
フ
厚
フ
シ
知
識
ノ
交
換
ヲ
謀
リ

農
事
ノ
改
良
発
達
フ
図
ル
フ
以
テ
ロ
的
ト
ス
」
と
あ

っ
た
が
、
改
止
規
約
案
で

は

「本
会

ハ
」
の
次
に

「会
員
間
の
団
結
を
奪
固
に
し
」
と
い
う

一
句
が
加
え

ら
れ
、
よ
り
強
固
な
組
織
で
あ
る
こ
と
を
表
明
し
た
。
こ
の
目
的
を
達
す
る
た

め
に
、
年
二
回
総
会
を
開
き
、
さ
ら
に
機
関
誌
農
友
会
報
の
発
行
、
農
友
会
種

苗
園
の
設
置
を
規
定
し
た

（三
、
四
、
五
、
六
、
七
条
）。
会
員
も
通
常

（農
事

講
習
生
）
、
終
身

（金
五
円
以
上
寄
贈
者
）、
名
誉

（学
識
名
望
、
功
労
者
）
の

三
種
類
に
明
確
に
分
け

（八
条
）

一
層
強
力
な
組
織
体
制
と
な

っ
た
。
こ
の
農

友
会
が
そ
の
後
の
橘
樹
郡
農
会
の
中
核
的
組
織
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
に
な

り
、
日
露
戦
後
に
も
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な

っ
た
，
了

県
農
会
は
何
が
最
大
の
組
織
的
課
題
と
し
て
捉
え
て
い
た
の
か
。
県
農
会
は

明
治
三
六
年
度
の
事
業
と
し
て

「主
と
し
て
地
主
を
集
め
農
村
の
経
営
策
を
懇

話
せ
し
む
る
為
め
」
農
事
愁
話
会
を
県
下
郡
部
全
域
で
約
二
〇
日
間
に
わ
た
っ

て
開
催
し
た
。
講
師
は
、
静
岡
県
農
会
長

・
駿
河
国
報
徳
社
西
ケ
谷
可
古

・
神

奈
川
県
農
事
試
験
場
長
高
橋
久
四
郎
が
担
当
し
、
臨
時
講
演
者
と
し
て
県
参
事

官
秦
豊
助

・
県
農
会
副
会
長
福
井
準
造

・
県
農
会
幹
事
下
山
格
三

・
県
農
会
技

手
飯
田
吉
夫

・
静

岡
県
豆
湯
中
学
校

教
論
加
藤
孫
平
が

担
当
し
た
。
第
六

表
は
農
事
懇
親
会

の
日
時

・
郡
名

・

町
村
名

・
会
場

・

出
席
講
師
の

一
覧

で
あ
る
ス
了

農
事
懇
親
会
の

開
会
初
日
、
県
農

会
幹
事
下
山
悟
三

は
そ
の
趣
旨
を
語

っ
て
い
る
昴
γ

下
山
は
こ
の
懇

話
会
が
昨
年
か
ら

企
画
さ
れ
、
郡
農

会
長
協
議
会
に
諮

第 6表

月  日 郡 名 町村名 会 場 講 師名

7月 26日 三 浦 |・l ″i 小学校 西ケ谷 高橋 秦 卜J 加1藤
同  27日 |・ l iヨ  `も 郡役rF 西ケ谷 高橋  ドロ1 加藤
|11 29ロ 高 座 l■

A 問 」ヾ r1/k 西ケ谷 高橋 福丼 力I藤
い1  30日 同 同 11 LIケ 谷 高橋 福丼 力1藤
I`'1 31H 愛  p 萩  野 ユ界キ 西ケ谷 高橋 福丼 加篠 販日1
8月 l口 1' 金  自 晨・ 校́ 西ケ谷 高橋 ‐福丼
I`:1 2H 足柄下 小山原 Jヤ′技 西ケ谷 高橋 福十
Fi1 3日 T・ I |」 ril 」ご́ 校 西ケ谷 高構 福丼
|11 4H 足lll上 松 田 .4r命 寺 P・ケ谷 高橋 下山
同  5日 |・l Fl 同 西ケ谷 高橋  ド山

|`1 7H 久良岐 ロ ト 郡役所 西ケ谷 高橋 下山
同  811 都  筑 者F 岡 妙蓮 十 西ケ谷 高橋 飯田

|:1 91i l・ 1 同 11 西ケ谷 高橋 飯田
|'1 1011 格 樹 高 津 ,蔵隆キ 西ケ谷 高橋 飯田
I●l ll日 い] 生見尾 人「 院 西ケ谷 高橋 飯 Fl

li1  12日 鎌 合 戸 塚 |ヽ来‖: 西ケ谷 高橋 下山
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問
し
、
そ
の
賛
同
を

へ
て
開
会
に
至

っ
た
経
緯
を
告
げ
、
さ
ら
に
な
ぜ
農
事
懇

話
会
と
称
し
た
の
か
に
つ
い
て
、

此

の
会
た
る
素
と
地
主
諸
君
の
会
合
な
れ
ば
、
実
は
地
卜
会
と
称
す
る
方
、

正
当
に
し
て
、
此
種
の
会
た
る
、
特
り
本
県
の
み
な
ら
ず
、
各
府
県
共
、

Ｌ
に
沢
山
開
催
あ
り
、
然
れ
ど
も
地
主
会
の
称
呼
は
、
少
し
く
穏
当
な
ら

ず
、
何
と
な
れ
ば
小
作
人
に
対
す
る
の
嫌
ひ
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
兎
角
選

挙
其
他
の
事
等
に
誤
解
さ
れ
易
き
を
保
せ
ず
、
故
に
殊
更
に
農
事
懇
話
会

と
称
す
と
雖
も
、
共
の
実
、
地
主
諸
君
の
集
会
を
請
ひ
た
る
も
の
な
れ
ば
、

固
よ
り
従
来
普
通
の
農
談
会

の
如
き
も
の
と
は
、
人
に
性
質
を
異
に
す
る

も
の
な
り
、

と
述
べ
、
こ
の
会
が

「
諸
君
と
更
に
協
議
す
る
所
あ
ら
ん
と
す
る
も
の
」
で

あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
。
こ
の
よ
う
に
前
置
き
し
て
、
な
せ
地
卜
会
な
の
か
を

明
ら
か
に
し
て
い
る
。

農
事
改
良
は
明
治

一
二
、
三
年
頃
の
勧
業
試
験
場
の
設
置
、
二
九
年
の
保
上

ヶ
谷
の
神
奈
川
農
事
試
験
場
設
置
な
ど
で
種
々
改
良
研
究
し
、
農
談
会
や
講
習

会
に
よ
り

「扶
導
誘
校
の
労
を
尽
く
せ
り
と
雖
も
、
絶

へ
て
其
実
蹟
の
認
む
ベ

き
も
の
な
き
は
、
頗
る
遺
憾
に
堪

へ
ざ
る
次
第
な
り
し
。
そ
の
原
因
は
何
か
。

社
会
全
般
よ
り
之
を
観
れ
ば
、
今
日
の
地
主
は
、
事
ろ
改
良
事
業
に
不
熱

心
な
る
も
の
多
く
、
只
小
作
料
さ

へ
徴
収
す
れ
ば
、
以
て
足
れ
り
と
な
す

も

の
、　
一
般
を
通
じ
て
大
抵
此
流
派
な
る
が
故
に
、
今
日
迄
の
農
事
改
良

の
事
は
、
止
む
を
得
ず
、
小
作
人
を
待
つ
よ
り
外
致
し
方
な
か
り
き
、
す

な
わ
ち
小
作
人
は
農
事
改
良
の
主
脳
者
に
し
て
、
殆
ん
ど
首
尾
転
倒
の
姿

を
呈
し
た
り
、
事
実
は
Ｌ
に
斯
の
如
き
が
故
に
、
小
作
人
は
実
際
改
良
の

衝
に
当
り
、
其
実
跡
を
挙
げ
ざ
る
可
ら
ず
、
然
れ
ど
も
其
状
態
如
何
其
境

遇
如
何
、
吾
々
は
実
に
之
れ
を
謂
ふ
に
忍
び
ず
、
彼
等
は
改
良
上
必
須
な

る
資
本
に
欠
乏
を
告
ぐ
る
も
の
な
り
、
充
分
な
る
労
力
に
欠
く
る
も
の
な

り
、
之
に
対
し
て
農
事
の
改
良
を
奨
励
す
る
も
、
事
頗
る
難
し
と
言
は
ざ

る

●Ｉ
ら
ず
、
農
事
改
良
の
声
、
世
卜
に
噴
々
た
る
に
拘
ら
ず
絶

へ
て
共
実

挙
ら
ざ
る
は
、
主
と
し
て
盗
に
存
す
る
も
の
に
し
て
、
改
良
事
業
の
絶

へ

て
実
効
を
奏
せ
ざ
る
も
の
抑
も
共

一
大
原
因
と
す
。

「
只
小
作
料
さ
へ
徴
収
す
れ
ば
、
以
て
た
れ
り
と
な
す
」
地
主
、
こ
れ
こ
そ

が
農
事
改
良
事
業
、
農
会
運
動
の
最
大
の
障
礎
で
あ

っ
た
。
事
態
を
こ
の
ま
ま

放
置
し
た
ら
如
何
な
る
の
か
。
確
か
に

「今
日
小
作
党
蜂
起
の
如
き
は
、
事
尚

軽
易
に
属
す
」。
こ
こ
で
下
山
は
現
在
農
業
に
と

っ
て
何
が
問
題
な
の
か
を
次
の

よ
う
に
指
摘
す
る
。

一
朝
若
し
吾
農
業
界
の
緊
要
な
る
労
力
資
本
が
、
他
の
業
即
ち
商
工
の
方

面
に
流
れ
去
る
に
至
れ
ば
、
農
事
の
振
興
は
全
く
地
に
落
ち
、
又
如
何
と

も
な
す
能
は
ざ
る
に
至
る
や
計
り
難
し
、
而
し
て
事
実
は
現
時
早
く
己
に

此
の
現
象
に
近
づ
き
つ
ヽ
あ
る
も
の
な
り
、

下
山
が
挙
げ
て
い
る
具
体
例
は
、
海
外
移
民
、
東
京
、
横
浜
、
横
須
賀
へ
の

移
住
で
あ
る
。
資
本
主
義
経
済
の
急
速
な
進
展
と
、
都
市
が
農
村
の

「
強
壮
者

有
為
な
る
必
要
の
人
物
」
を
収
奪
し
、
農
村
が
荒
廃
す
る
と
い
う
危
機
意
識
が

そ
こ
に
あ

っ
た
。
小
農
経
営
を
基
本
と
す
る
日
本
の
農
業
を
ど
の
よ
う
に
し
て

市
場
経
済
に
リ
ン
ク
し
て
い
く
の
か
。
こ
の
課
題
解
決
の
鍵
を
握
る
も
の
が
地

主
で
あ
っ
た
。
「地
主
た
る
も
の
、
果
し
て
如
何
な
る
策
を
以
て
之
に
処
す
べ
き

か
、
益
し
大
に
考
慮
す
べ
き
価
値
あ
る
問
題
た
る
べ
し
」
と
、
下
山
こ
う
論
じ

て
地
主
が
ど
う
処
す
べ
き
か
を
示
し
た
。

地
主
は
素
よ
り
小
作
人
を
愛
護
し
、
安
心
し
て
其
業
に
就
か
し
む
べ
く
、

農
事
改
良
上
必
要
な
る
資
金
の
如
き
は
、
種
々
の
方
法
を
講
し
、
務
め
て

之
を
供
給
す
る
の
方
針
を
採
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
而
し
て
其
方
法
と
し
て

は
、
大
の
信
用
組
合
、
独
乙
報
徳
者
の
如
き
、
皆
採
て
以
て
模
範
と
為
す

に
足
る
べ
き
を
信
ず
、
信
用
組
合
は
、
独
乙
其
他
各
国
の
実
例
に
徴
す
る

も
、
其
偉
大
の
効
益
あ
る
明
に
し
て
、
農
業
家
に
資
金
の
融
通
を
図
る
唯

一
緊
要
の
機
関
と
す
、
又
報
徳
者
の
如
き
は
、
二
宮
先
生
の
遺
訓
に
よ
り
、

成
立
せ
る
も
の
に
し
て
、
所
謂
徳
を
以
て
徳
に
報
ず
る
の
精
神
に
よ
り
、

公
徳
な
る
基
礎
の
下
に
経
済
主
義
を
加
味
せ
る
も
の
な
れ
ば
、
現
今
の
時

勢
に
対
し
て
、
た
も
共
必
要
を
認
む
る
も
の
な
り
、

地
主
は
ま
ず
第

一
に
小
作
人
を
愛
護
す
る
徳
義
心
が
要
求
さ
れ
た
。
こ
れ
は

幕
藩
制
下
に
形
成
さ
れ
た
郷
村
の
指
導
者
と
し
て
の
資
質
で
あ

っ
た
。
第
二
に

農
事
改
良
上
の
資
金
を
供
給
す
る
手
立
て
を
講
ず
る
経
営
指
導
者
た
る
こ
と
が
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要
求
さ
れ
た
。
そ
の
手
立
て
が
市
場
経
済
に
小
農
経
営
を
リ
ン
ク
す
る
産
業
組

合
で
あ

っ
た
。
し
か
も
ド
イ
ツ
か
ら
輸
入
の
産
業
組
合
思
想
を
報
徳
思
想
を
媒

介
に
し
て
理
解
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
。
「公
徳
な
る
基
礎
の
下
に
経
済
主
義
を

加
味
せ
る
」
報
徳
社
の
思
想
は
、
地
主
の
経
営
指
導
の
も
と
に
農
事
改
良
を
推

進
し
、
小
農
経
営
を
市
場
経
済
に
リ
ン
ク
す
る
方
法
と
し
て
の
位
置
が
与
え
ら

れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
農
事
懇
話
会
の
講
師
と
し
て
静
岡
県
農
会
長

・
駿
河
国

報
告
社
長
西
ケ
谷
可
吉
が
選
任
さ
れ
た
訳
は
こ
こ
に
あ

っ
た
。

（三
）
　
担
い
手
の
養
成
と
組
織
化
は
日
露
戦
後
に
何
を
も
た
ら
し
た
の
か

―
―
む
す
び
に
か
え
て
―
―

農
事
講
習
会
は
農
談
会
と
共
に
県
下
各
地
で
実
施
さ
れ
た
。
農
談
会
と
異
な

っ
て
、
農
事
講
習
生
は
新
し
い
農
業
の
担
い
手
と
し
て
期
待
さ
れ
た
。
し
か
し
、

運
動
の
遅
れ
た
地
域
で
は
若
い
講
習
生
が
改
良
法
を
実
施
し
な
が
ら
管
理
が
行

き
届
か
な
い
た
め
失
敗
し

「他
ノ
笑
イ
フ
買
フ
」
こ
と
が
往
々
見
ら
れ
、
新
し

い
農
法
に
と

っ
て
逆
効
果
を
ま
ね
く
こ
と
も
あ

っ
た
昴
了

こ
う
し
た
事
態
を

改
善
し
よ
う
と
し
て
農
事
試
験
場
サ
イ
ド
か
ら
農
事
講
習
生
を
組
織
化
し
、
農

友
会
が
結
成
さ
れ
た
。
農
友
会
は
県
段
階
の
組
織
は
作
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
橘

樹
郡
な
ど
運
動
の
遅
れ
た
地
域
で
は
農
会
の
中
核
組
織
と
な

っ
た
。
し
か
し
、

当
事
者
は
農
事
講
習
生
の
若
さ
を
欠
陥
と
し
て
い
た
。
「乙
種
農
事
講
習
に
於
て

は
其
生
徒
中
比
較
的
幼
年
者
多
き
を
以
て
効
果
を
顕
す
の
割
合
に
遅
き
は
之
れ

本
会

全
品
座
郡
農
会
）
の
遺
憾
と
す
る
処
な
り
」
Ｓ
）と
言
い
、
彼
等
が

「
一
家

ノ
骨
子
」
で
な
い
た
こ
と
を
農
事
改
良
普
及
の
障
凝
と
見
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
日
露
戦
後
ま
で
ス
パ
ン
を
広
げ
る
と
異
な
っ
た
こ
と
が
見

え
て
く
る
。
若
い
農
事
講
習
生
を
毎
年
送
り
出
し
つ
づ
け
た
こ
と
が
、
町
村
側

に
主
体
的
な
力
量
を
つ
け
さ
せ
た
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
明
治
四
〇
年
代

に
県
や
国
か
ら
補
助
金
を
獲
得
し
、
農
林
学
校
や
実
業
学
校
を
設
立
し
Ω
γ
農

業
の
担
い
手
育
成
を
制
度
化
し
た
主
体
的
な
力
量
は
、
こ
う
し
た
人
的
な
蓄
積

が
な
し
に
は
あ
り
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
さ
ら
に
彼
等
の
教
育
要
求
が

急
激
な
就
学
率
上
昇
の
主
体
的
条
件
を
構
成
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
も
容
易
に
予

想
で
き
る
。
さ
ら
に
は
青
年
会
結
成
の
基
礎
組
織
と
し
て
な

っ
た
こ
と
で
あ
る
。

飯
田
家
資
料
に
あ
る

「大
綱
村
青
年
会
々
則
草
案
」
は
橘
樹
郡
農
友
会
用
箋
が

使
わ
れ
、
こ
の
草
案
の
執
筆
者
は
農
友
会
幹
事
飯
田
助
夫
で
あ

っ
た
。
こ
の
史

料
の
表
紙
に
は

「地
方
改
良
青
年
会
関
係
書
類
」
と
な

っ
て
お
り
、
農
友
会
が

地
方
改
良
運
動
の
組
織
的
前
提
を
作
り
出
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
な
こ
と
で
あ

る
。
既
に
拙
稿

■
）で
明
ら
か
に
し
た

一
九

一
〇
年
代
に
成
立
し
た
高
座
郡
の

町
村
全
域
で
設
立
さ
れ
た
青
年
会
は
、
こ
の
時
期
毎
年
送
り
出
さ
れ
た
農
事
講

習
会
生
を
前
提
と
し
て
実
現
し
た
も
の
だ

っ
た
。

農
事
懇
親
会
に
集
め
た
地
主
を
組
織
化
す
る
こ
と
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
か

っ
た
。
地
主
に
小
作
を
保
護
奨
励
す
る
徳
義
心
を
要
求
し
、
そ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ

ー
装
置
と
し
て
報
徳
思
想
に
着
目
し
、
小
農
経
営
を
市
場
経
済
に
リ
ン
ク
す
る

方
法
と
し
て
の
産
業
組
合
運
動
の
指
導
者
と
し
て
彼
ら
を
再
教
育
が
試
み
ら
れ

た
。
し
か
し
、
こ
れ
に
本
格
的
に
取
り
組
む
の
は
日
露
戦
後
を
待
た
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
。
神
奈
川
県
農
会
が
組
織
を
挙
げ
て
産
業
組
合
の
設
立
に
臨
む

の
は

一
九
〇
六

（明
治
三
九
）
年

一
一
月
以
降
で
あ
る
。
そ
し
て
地
主
会
が
組

織
と
し
て
成
立
す
る
の
は

一
九

一
三
年
に
至

っ
て
か
ら
で
あ
る
。
日
露
戦
後
の

産
業
組
合
運
動
の
展
開
も
、
高
座
郡
地
主
会
の
設
立
も
、
農
会
運
動
の
過
程
で

着
手
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
。

な
お
、
こ
の
農
事
懇
規
会
と
同
じ
時
期
に
県
農
会
が
重
要
な
組
織
課
題
と
し

て
取
り
組
ん
だ
農
事
実
行
組
合
の
設
立
に
関
し
て
は
稿
を
改
め
て
考
察
す
る
つ

も
り
で
あ
る
。

付
記
、
本
稿
は
九
四
年

一
二
月
、
本
会
と
神
奈
川
地
域
史
研
究
会
と
の
合
同

例
会
に
お
け
る
報
告
「神
奈
川
県
に
お
け
る
地
方
改
良
運
動
の
前
提
」

を
基
礎
と
し
て
い
る
。
本
報
告
の
準
備
の
過
程
で
京
浜
歴
科
研
の
諸

兄
妹
か
ら
多
大
な
ご
助
言
を
戴
い
た
。

注（１
）
　

「神
奈
川
県
に
お
け
る
農
会
運
動
の
成
立
と
展
開
―
―
日
露
戦
後
地
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方
経
営
の
前
提
―
―
」
亀
神
奈
川
地
域
史
研
究
』
第

一
三
号
）

（２
）
　

『神
奈
川
県
公
報
』
九
二
〇
号
、
明
治
三
四
年
二
月

一
二
日
。

（３
）
　

第
四
回
以
降
は
郡
農
会
主
催
に
切
り
替
え
ら
れ
、
二
回
行
わ
れ
た
。

な
お
、
第
二
回
の
後
期
か
ら
日
露
戦
争
下
と
な
り
、
第
四
回
は
各
郡
選

抜
で
は
な
く
、
開
催
地
が
県
西
部
地
区
で
あ
り
、
実
質
的
に
は
中
郡
農

会
中
心
で
あ

っ
た
。

県
農
会
明
治
三
七
年
度
会
務
状
況
報
告
書
は

「本
年
度
以
降
甲
種
農

事
講
習
の
開
催
は
之
れ
を
見
合
は
せ
各
郡
の
事
業
と
為
す
こ
と
を
協
定

せ
り
本
会
は
専
ら
講
師
の
斡
旋
、
費
用
の
補
助
等
を
為
し
以
て
可
成
速

か
に
各
郡
に
農
業
知
識
の
普
及
を
図
ら
ん
と
す
」
と
述
べ
て
い
る
。
四

〇
年
以
後
相
次
い
で
県
立

・
郡
立
の
農
業
学
校
、
蚕
業
学
校
が
設
立
さ

れ
、
農
業
の
担
い
手
の
育
成
は
制
度
化
さ
れ
た
。

（４
）
　

「農
事
講
習
」
翁
神
奈
川
県
農
会
報
』

一
一
号
。
以
下

『県
農
会
報
』

と
す
る
）
。

「愛
甲
郡
相
川
村
農
会
事
業
報
告
」
（同
右
）。

『神
奈
川
県
会
史
』
第
二
巻
三
〇
〇
頁

・
『神
奈
川
県
教
育
史
』
通
史

編
上
巻

一
〇
三
九
～
四
〇
頁
。

「郡
農
会
記
事
」
「
県
農
会
報
』

一
一
号
）。

「建
議
及
申
請
」
「
県
農
会
報
」

一
二
号
）。

「農
事
講
習
生
現
在
数
」
「
県
農
会
報
』

一
三
号
）。

「各
郡
会
務
状
況
報
告
」
（
県
農
会
報
』

一
一
、　
三
ハ
、
二
〇
号
）。

「各
郡
会
務
状
況
報
告
」
「
県
農
会
報
』

一
六
号
）。

「高
座
郡
農
事
雑
録
」
↑
県
農
会
報
』

一
〇
号
）。

「郡
農
会
記
事
」
亀
県
農
会
報
』

一
一
号
）。

「郡
町
村
農
会
記
事
」
亀
県
農
会
報
』

一
三
号
）。

「
明
治
三
六
年
度
各
郡
農
会
会
務
状
況
報
告
」
亀
県
農
会
報
』
二
〇

口万
）。「郡
農
会
の
状
況
」
「
県
農
会
報
』

一
三
号
）
。

『県
農
会
報
』
第

一
八
号
。

『県
農
会
報
』
第

一
〇
号
。

田
中
聡

『衛
生
展
覧
会
の
欲
望
し
、
青
弓
社
、　
一
九
九
四
年
七
月
。

「諮
問
案
の
答
申
」
亀
県
農
会
報
』

一
一
号
）。

「従
来
各
郡
ト
モ
郡
農
友
会
ノ
組
織
已
二
成
り
、
専
ラ
農
事
講
習
生

相
互
ノ
親
睦
ヲ
図
り
、
農
事
改
良
ヲ
企
図
ス
ル
フ
以
テ
ロ
的
ト
シ
、
延

テ
ハ
県
聯
合
農
友
会
ノ
設
立
フ
見
ル
ニ
至
り
」
「
農
友
会
記
事
」
『県
農

会
法
』

一
一
号
）。

三
六
年
九
月
、
「会
員
諸
君
に
望
む
」
「
本
農
』
五
号
）

『県
農
会
報
』

一
六
号
。

全
文

一
六
条
。
神
奈
川
県
立
公
文
書
館
寄
託

「飯
円
家
資
料
」
、
以
下

飯
田
家
資
料
と
の
み
記
す
。

飯
田
家
資
料

「農
友
会
報
」

一
号
、
『本
農
」
第
二
号
に
収
録
。
飯
田
家
資
料
。
こ

の

『本
農
」
は
、
川
崎
町
農
会
代
表
者

・
農
友
会
委
員
で
あ
り
、
本
農

園
の
経
営
者
で
あ
る
高
橋
倉
蔵
が
独
自
に
発
行
し
た
雑
誌
で
、
第

一
号

を
七
月

一
六
日
に
出
版
し
た
。
「農
友
会
報
」
は
こ
の
雑
誌
の
紙
面
を
借

り
て
発
行
さ
れ
た
。

四
月
段
階
で
会
員
は
三
六

一
名
。

「農
事
懇
話
会
」
亀
県
農
会
報
』
第

一
六
号
）。

「神
奈
川
県
農
会
農
事
懇
規
会
開
会
の
趣
旨
」
亀
本
農
』
二
号
）。
福

井
準
造
も
第

一
回
甲
種
農
事
講
習
会
の
席
上

「農
業
社
会
の
改
善
を
謀

ら
ん
が
為
め
に
は
、
先
づ
他
の
方
面
に
傾
斜
せ
る
有
志
家
の
頭
脳
を
改

め
、
地
上
に
向
て
農
事
改
良
の
必
要
な
る
を
覚
ら
し
め
、
彼
等
本
来
の

職
業
が
、
有
志
家
た
り
、
名
誉
職
た
る
に
あ
ら
ず
し
て
、
所
謂
農
民
の

柱
石
た
る
こ
と
を
覚
ら
し
め
、
彼
等
の
声
を
以
て
農
事
改
良
の
必
要
を

叫
ば
し
め
、
彼
等
の
日
を
借
り
て
農
業
社
会
改
善
の
法
を
講
ぜ
じ
め
、

或
は
資
本
の
必
要
あ
れ
ば
、
彼
等
自
ら
其
衝
に
当
り
て
、
資
本
融
通
の

法
を
講
じ
、
耕
地
整
理
の
計
画
あ
れ
ば
、
彼
等
率
先
し
て
此
業
に
身
を

委
ね
、
其
農
業
上
に
関
す
る
百
般
の
設
備
経
営
を
、
彼
等
の
双
肩
に
荷

は
じ
め
、
小
作
人
小
農
大
は
、
其
補
助
と
な
り
、
手
足
と
な
り
、
時
に

或
は
其
器
械
と
な
り
、
所
謂
上
下

一
心
以
て
斯
業
の
改
良
を
謀
る
こ
と

21 20 1926 25    24 23 22

18 17 16    15 14 13 12 11 10 9  8  7     6  5

29 28 27
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33 32    31 30

な
く
ん
ば
、
百
の
方
策
を
画
し
、
万
の
計
画
を
企
つ
る
も
、
吾
人
は
其

遂
に
徒
労
に
帰
す
べ
き
を
恐
る
。
故
に
吾
人
が
農
事
改
良
の
方
策
は
、

先
づ
地
主
の
頭
脳
を
改
善
す
る
に
あ
り
。
上
級
者
流
の
心
を
改
良
に
す

る
に
あ
り
」
（
県
農
会
報
』

一
一
号
）
と
農
事
講
習
生
に
説
い
た
。

「諮
問
案
の
答
申
」
亀
県
農
会
報
』
第

一
一
号
）。

「
明
治
二
五
年
度
各
郡
会
農
会
会
務
の
状
況
」
（
県
農
会
報
』
第

一

六
号
）。
『神
奈
川
県
教
育
史
　
通
史
編
上
巻
』
第
■
章
実
業
教
育
参
照
。

「神
奈
川
県
高
座
部
に
お
け
る
地
方
改
良
運
動
の
展
開
」
（
京
浜
歴

科
研
年
報
』
八
号
）
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